
地階における消防無線の通信状態に関する実験

○ 目的
無線通信補助設備がない場合の地上と建物地階との間における消防無線の通信試験を行

い、消防無線の不感地帯がないかを確認する。

○ 実験方法
都内のある防火対象物（床面積5,000～6,000㎡）において、建物外側の地上に停車させた無

線機搭載車内の実験者Ａと、建物地階で携帯無線機を持った実験者Ｂが、無線通信を行う。Ｂ
が地階中を移動して、それぞれの場所において受信可能かどうかを確認した。また、Ａは携帯
無線機と出力が大きい車載無線機の2種類の無線機を用いて試験を行った。なお、無線機の
諸元は下表のとおり。

○ 評価方法
実際の消火活動では携帯無線機同士での通信が想定されるため、携帯無線機同士で通信

ができない領域を不感地帯ととらえた。

実験結果
・地下１階および地下２階では試験実施範囲の大部分、地下３
階では実施範囲の全てが消防無線の不感地帯であった。

・窓を通して外気に面している場所の近くは、地下２階であって
も良好に通信可能である。

携帯無線機 車載無線機

周波数 ２６４．０２５～２６６ＭＨｚ（送受両方）

変調方式 π／４シフトＱＰＳＫ

占有周波数帯幅 ５．８ｋＨｚ

空中線電力 １Ｗ ５Ｗ

空中線利得 －２．１４ｄＢｉ ２．１４ｄＢｉ

無線機諸元表
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